
市 長 定 例 記 者 会 見

令和３年１２月２日（木） 午前１０時

１．新型コロナウィルス感染症対策

２．稼ぐ観光パワーアップ実証実験スタート！

～コロナ後の観光再生に向けて

３．“まってるし鹿児島市”宿泊キャンペーンもスタート！

  ～冬の鹿児島市へようこそ

４．ＩＣＴ活用による医療サービスの提供

５．令和３年度鹿児島市チャレンジド大賞
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報道提供資料

かわいいコアラの赤ちゃんがすくすくと育っています

（コアラ飼育頭数１４頭（日本一）・平川動物公園）
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(1) １回目・２回目接種

１１月末をもって早期の接種を希望する方への接種を完了した。

引き続き、新たに１２歳を迎える方や接種を見合わせていた方の接種予約を受け付ける。

接種率（１１月２８日時点）

区 分 対象者数
１回目 ２回目

接種回数 接種率 接種回数 接種率

12～19歳 46,798 35,564 76.0％ 30,597 65.4％

20～29歳 56,777 44,212 77.9％ 41,093 72.4％

30～39歳 68,944 55,361 80.3％ 52,105 75.6％

40～49歳 83,947 72,000 85.8％ 69,555 82.9％

50～59歳 74,767 66,627 89.1％ 65,283 87.3％

60～64歳 39,568 35,331 89.3％ 34,902 88.2％

65～69歳 42,886 38,735 90.3％ 38,462 89.7％

70～79歳 70,386 67,219 95.5％ 66,742 94.8％

80～89歳 40,044 38,245 95.5％ 37,883 94.6％

90～99歳 11,782 11,214 95.2％ 11,095 94.2％

100 歳以上 439 419 95.4％ 414 94.3％

合 計 536,338 464,927 86.7％ 448,131 83.6％

65 歳以上(再掲) 165,537 155,832 94.1％ 154,596 93.4％

   ※回数は11月 28日時点の VRS（ワクチン接種記録システム）への登録データ。

(2) 追加（３回目）接種

１２月１日から、２回目接種から８か月以上経過した方に対し、追加（３回目）接種を開始。

２回目接種が

終了した月
３・４月 ５月 ６月 ７月 ８月～

３回目接種が

可能となる月
１２月 １月 ２月 ３月 ４月～

対象者数 約6千人 約 2万 3千人 約5万 7千人 約 10万 3千人 約 25万人

接種券の発送 11/18 済 12 月中旬
２回目接種から８か月経過する日の

２週間前を目安に順次発送

１．新型コロナウィルス感染症対策

■ 問い合わせ

感染症対策課

０９９－８０３－７０２３

【新型コロナワクチン接種に関する問い合わせ】

・鹿児島市新型コロナワクチンコールセンター

電話：０９９―８３３―９５６７、ＦＡＸ：０９９―２２５―０６０３

・鹿児島市新型コロナワクチン接種専用サイト

ワクチン接種に関するお知らせや、よくある質問・回答などを掲載
専用サイト

１ 新型コロナワクチン接種
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・感染者数は減少傾向にありますが、人の移動が増える年末年始は再拡大が懸念されます。

市民の皆さまにおかれましては「飲食の場での感染対策」と「十分な換気」の徹底を改めて   

お願いします。

２ 年末年始の感染対策の徹底 ～再拡大を防ぐために

② 換気はこまめに、十分に

・感染力の強いデルタ株のまん延により、屋内を中心に

マイクロ飛沫感染が疑われる事例が発生しています。

・家庭や職場においてもマスク着用とともに、寒い時期で

あっても十分な換気をしましょう。

・特に、屋内でのスポーツ、イベント開催では注意が必要です。

① 飲食の場での感染対策の徹底を

・お店での会食だけでなく、自宅・親族宅での会食においても

感染対策の徹底をお願いします。

・正面の席はなるべく避けて、マスク会食の徹底を。

・体調が悪いときは絶対に会食に参加しない。

・お店での会食では、第三者認証のお店を利用し、お店の感染対策に協力を。

・自宅等での会食では、皿、箸などの共用は控え、換気を十分に行う。

■ 問い合わせ

新型コロナウイルス感染症対策室

０９９－２１６－１５０２
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コロナ対策関係者会議

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止しながら、地域経済の回復を図るための施策について、

関係団体等のご意見を伺い、施策に反映させるための会議を開催する。

開催日時  １２月２０日（月）

１５時３０分～１７時００分

場  所  市役所みなと大通り別館６階

ソーホーかごしま会議室

出 席 者  ・経済･医療関係団体等の実務者１１名

      ・鹿児島市新型コロナウイルス感染症対策

本部のうち関係する３対策部

（産業・観光交流・健康福祉対策部）

内  容  (1) 本市における感染者の発生状況等

      (2) 各対策部の取組報告

(3) 関係団体等からの意見

      (4) 意見交換

■ 問い合わせ

コロナ対策総合調整室

０９９－８０８－２８０６

■地域経済の回復に向けて

前回（７月１２日）の同会議

■プレミアムポイント事業「飲食店応援ポイント」をご利用ください！

スマートフォンのＰａｙどんアプリから「鹿児島市飲食店応援ポイント」

を購入してもらい、 購入額の２０％のプレミアムポイントを「Ｐａｙ

どんポイント」として翌日に付与します。

販売(利用)期間 来年２月１３日まで

※販売は、総額１２億５千万円に達した時点で終了

利用できる店舗 ①鹿児島市飲食店応援ポイント

         県の第三者認証、県の新型コロナウイルス感染防止対策実施宣言ステッ

カーのいずれかを取得し、本事業に参加登録したＰａｙどん加盟の市内

飲食店

        ②プレミアムポイント

         全てのＰａｙどん加盟店（飲食以外の支払いにも利用可）

１２月から購入限度額を「１人あたり１０万円」に引き上げています。

（飲食店へのより一層の消費喚起のため、限度額の更なる引き上げを検討中）

■ 問い合わせ

産業支援課

０９９－２１６－１３２１
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２．稼ぐ観光パワーアップ実証実験スタート！

～コロナ後の観光再生に向けて

コロナ後における観光の再生に向けた稼ぐ力を強化するため、桜島・錦江湾を検証エリアとした

実証実験として、本市独自の観光ＣＲＭアプリを活用した地域マーケティングや、高付加価値コンテ

ンツ造成に向けたモニターツアーを実施する。

１ 観光ＣＲＭアプリを活用した実証実験

アプリ名称 鹿児島市公式観光アプリ「わくわく」

配信開始日 １２月１日（水）

アプリ概要 桜島・錦江湾エリアの観光・アプリ加盟店・

キャンペーンなどのおすすめ情報の提供や、

お得なポイントの取得・利用などを通じて、

鹿児島ファンと感動体験でつながる本市独自

のアプリ。観光客の属性や行動履歴を蓄積・

管理して地域マーケティングに生かすもの。

                  ※ダウンロード特典 … 加盟店で使用できる

５００円相当の割引クーポン

（３，０００人使用時点で終了）

  

２ 実証実験「桜島と錦江湾を楽しむモニターツアー」の参加者募集

ツアー概要 高付加価値コンテンツ造成に向けた、活火山・桜島と豊かな海・錦江湾を  

楽しむモニターツアー（全１６種類）

・小型船舶による洋上カフェ

・クルーズで楽しむシーカヤック体験ツアー

・利き酒体験クルーズ など

募集開始日  １２月１日（水）～

※各ツアーの詳細は専用サイトをご覧ください。

■ 問い合わせ

観光プロモーション課

０９９－２１６－１５１０

アプリイメージ

専用サイト

アプリのダウンロード アプリのアイコン

（参考）ＣＲＭ (Customer Relationship Management)

顧客属性や購買履歴といったデータを蓄積・管理し、それぞれの顧客に応じた最適なサービスを提供することで、

長期的な関係を築き、顧客満足度の向上や取引関係の継続に繋げる取り組み



5

３．“まってるし鹿児島市”宿泊キャンペーンもスタート！

～冬の鹿児島市へようこそ

コロナ禍における観光振興策として、鹿児島市内の宿泊施設で割引を受けることができるクーポン

を発行する“まってるし鹿児島市”宿泊キャンペーンを開始。

“まってるし鹿児島市”宿泊満喫クーポン の販売

販売期間  １２月１日から令和４年３月１０日（１１日チェックアウト）まで

(利用期間)

額  面  ５，０００円/枚（販売額：２，０００円/枚、プレミア額：３，０００円/枚）

使用制限：１泊につき１人２枚まで

発行枚数：２５，０００枚

対 象 者  全国の居住者（鹿児島県内居住者を含む）

購入方法  専用サイトからスマートフォンで購入し、現地決済にて使用

(使用方法)

【 イメージ図 】

※新型コロナウイルスの感染拡大の場合には、対象地域の制限（新規販売停止・利用自粛など）を予定

■ 問い合わせ

観光プロモーション課

０９９－２１６－１３４４

①チケット購入

（2,000 円/枚）

※宿泊施設指定

②クーポン発行

（5,000 円/枚）

※3,000 円/枚の

プレミア付き

③ク ーポンによる 宿泊

（5,000 円/枚）

※超過分は自己負担

特設サイト

【対象者】

全国の皆様

（鹿児島県内居住者

も含む）

・現地決済

・1 泊につき

1 人 2 枚まで使用可

専用サイト
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新型コロナ対策を踏まえたイルミネーションイベントで、冬の鹿児島市を盛り上げます。

１ 天文館ミリオネーション２０２２

テーマ 「ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ ＹＥＬＬ！」（カゴシマ エール）

期 間  １２月３日（金）～１月１６日（日）１８時～２２時

※点灯式は実施しない

場 所  天文館公園、文化通り、銀座通り

内 容  光のエール広場、願いのプロムナード、

希望のトンネル、エール・ツリー

２ 第６回八重の棚田イルミネーション“八重のきらめき”

期 間  １２月１９日（日）～２月１８日(金)

場 所  郡山町八重地区

（八重山公園から約２km西、甲突の池前）

内 容  地元農家などで組織する八重地区棚田保全委員会と

郡山地域の団体等が協働し、石積みの棚田をイルミ

ネーション(ＬＥＤソーラーライト約４．５万球)

で演出

３ カゴシマシティビュー夜景コースの増便 ※下線部を増便

運行日  １２月、１月の毎週金曜日・土曜日

１２月：１８時３０分発、１９時発、１９時３０分発、２０時発

１月：１９時発、２０時発

コース  中央駅 ➡ 天文館 ➡ ウォーターフロントパーク ➡ 市役所前 ➡ 城山 ➡

西郷銅像前 ➡ 天文館 ➡ 中央駅

■天文館地区の飲食店を巡る“グルメスタンプラリー”も開催（12/3～1/16）

参加店内のＰＯＰ、ステッカーをスマートフォン等で読み取ると、

豪華賞品が当たる抽選に応募できます。
公式ホームページ

■ 問い合わせ

１・３ … 観光振興課

０９９－２１６－１３２７

２ … グリーンツーリズム推進課

０９９－２１６－１３７１

“コロナに負けない”冬のかごしまを盛り上げるイルミネーション☆彡
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４．ＩＣＴ活用による医療サービスの提供

市立病院において、ＩＣＴを活用した、患者に寄り添った新たな医療システムを導入する。

１ ＡＩ問診システム

概  要  外来患者が、ＡＩ問診用のタブレットに入力       

することにより、問診結果などが電子カルテ

に反映される。

効  果  医師がＡＩ問診を患者への迅速で適切な診断

に有効的に活用できる。

対象診療科  救急科、内科、脳神経内科

（今後診療科拡大予定）

運用開始  １２月１４日（火）（予定）

２ 初診紹介患者ＷＥＢ予約システム

概  要  登録医療機関の医師が、インターネットで紹介

患者の初診予約をできる。

効  果  これまで平日・日中に電話のみで受け付けていた

初診紹介患者の予約が、登録医療機関からＷＥＢ

で２４時間・３６５日いつでも可能となる。

対象診療科  消化器内科、消化器外科、脳神経内科、眼科、

歯科口腔外科、皮膚科

（今後診療科拡大予定）

運用開始  １２月２０日（月）（予定）

３ 遠隔画像参照システム

概 要  病院外にいる医師が、自身のタブレットや

スマートフォン等で、患者のＣＴ・ＭＲＩ

画像を確認できる。

効  果  出張や休日等で医師が病院外にいても、

ＣＴ・ＭＲＩ画像を確認し、適切な指示が

できるようになり、患者への迅速な診療につ

ながる。

運用開始  １２月１０日（金）（予定）

予約入力画面

予約入力画面

右上：院内表示画面

左下：問診入力画面

■ 問い合わせ

市立病院 医事情報課

０９９－２３０－７０００

ＰＣ表示画面

スマートフォン

表示画面
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５．令和３年度鹿児島市チャレンジド大賞

障害福祉への関心と理解を一層深めるため、社会貢献、産業就労、文化・スポーツの分野で活躍し、

輝いている障害者個人や団体、また、障害者を積極的に支援している個人や団体を、障害者週間  

（１２月３日～９日）に合わせて表彰する。今年度で９回目。

（「チャレンジド」とは挑戦という使命を与えられた人という意味で障害者のこと）

１ 表彰式

日 時 １２月１３日（月）１３時２０分～１４時

場 所 市役所本館２階特別会議室

２ 受賞者（個人４名・１団体）

部 門
受賞者名

（敬称略）

障害

種別
功績の内容

社会貢献

部門
木塲
こ ば

紗代子
さ よ こ

視覚

・鹿児島市視覚障害者協会及び鹿児島県視覚障害者

団体連合会の理事を長年務め、極めて献身的に

社会活動に取り組んだ。

・令和３年９月に第６７回全国視覚障害女性研修

大会を実行委員長としてオンライン配信を活用

し、本市で開催した。

産業就労

部門

有馬
あ り ま

千代子
ち よ こ

聴覚

・学校卒業後、洋裁店や本市内のデパートに勤務し、

洋服の補正等の業務を担った。

・現在、就労継続支援Ｂ型事業所で作業し、使われな

くなった着物などを、洋服やカバンなどの商品に

変えるリメイクやマスク作りに取り組んでいる。

田中
た な か

スミ子
す み こ

聴覚

・学校卒業後、紳士服店などで洋服の補正等の業務

を担った。

・現在、就労継続支援Ｂ型事業所で作業し、使われな

くなった着物などを、カバンや小物などの商品に

変えるリメイクやマスク作りに取り組んでいる。

文化・スポーツ

部門 西田
に し だ

和矢
か ず や 肢体

不自由

・１０年前に書道を始め、令和２年の第３２回全国

書写書道大会で最高賞の「内閣総理大臣賞」を受賞

した。

・現在、流派の最高位の師範１０段に合格し、子供

たちの指導に携わっている。

サポート

部門

手話サークル

太陽
－

・太陽国体の手話ボランティアを契機に、４９年間の

長きにわたり活動している。

・聴覚障害者の正しい理解や手話の普及を目指して

勉強会を続けるとともに、聴覚障害者や関係団体

との交流を続けており、聴覚障害者のコミュニケ

ーション支援に多大な貢献をしている。

■ 問い合わせ

障害福祉課

０９９－２１６－１２７２


